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研究拠点形成計画の概要 

 地球上には、多様な微生物が無数に存在している。これらの微生物は地球の生態系の基盤となっ

ており、人類が直面している環境、食料、健康にかかわる地球規模の課題に深く関わっている。こ

の反面、これまでに分離された微生物は地球上の全微生物の 1%にも満たず、解明された機能もごく

一部に過ぎない。本拠点では、多様な微生物の機能を解明することによって様々な地球規模の諸課

題を一気に解決し持続社会を構築する“微生物サステイナビリティ”の研究を推進する。このため

に、環境、植物、動物と微生物との共生関係によって作られる地球の生態系の中心的存在である微

生物に関わる研究を推進する。 

本拠点は、生物学、農学、工学、医

学、生物資源分野において、微生物の

遺伝子、酵素、バイオテクノロジー、

共生などの広範な研究に従事する研究

者を構成員とし、つくば地域の研究機

関や海外の研究機関との学際融合研究

を推進する。また、企業との共同研究

開発による実用化研究を推進する。 

 

研究拠点形成に係る研究の概要 

本拠点では、従来の応用微生物学の手法と理工学・ゲノム生態学・情報学の最新技術との融合研

究を推進し、①新たな微生物機能の利用技術の開発、②新たな微生物の制御技術の開発の研究を推

進する。これを通して、未知の有用微生物の単離と新規機能の開拓、それらを用いた微生物の育種・

生産プロセスの開発、微生物と環境因子との相互作用機構に基づく環境制御の技術を開発する。 

 

 

 


